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研究成果の概要（和文）：本研究は、アダム･スミスの思想形成過程を探る一つの手掛かりとして、東京大学が
所蔵するスミスの旧蔵書に焦点を当て、これを利活用するための基盤を構築することを目的とするものである。
その研究活動を通じて、学術研究と資料管理という両視角から、伝統的な人文科学的手法と最新の人文情報学の
手法を有効に組み合わせることにより、この蔵書が持つ多様で詳細な情報を、より開かれた形で共有するための
筋道を見出すことができた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to establish an academic research basis for 
using Adam Smith's Library, a collection held by the University of Tokyo, as an approach to explore 
the formation of Adam Smith's thoughts. Through this research method, we were able to find a way to 
share in a more open manner varied and detailed information held in this Library. The approach 
effectively combines traditional humanities research methods and the latest methods of Digital 
Humanities in terms of both academic research and resource management.

研究分野： 西洋経済史

キーワード： デジタル・ヒューマニティーズ　スミス経済学　アダム・スミス文庫　スコットランド啓蒙　知の構造
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
アダム・スミス（1723-1790）は、現代経済

学において、主流・非主流を問わず、その理
論や思想の源泉として必ず言及される、「経
済学の父」と称される大学者である。さらに、
その関心は、人文・社会系の諸学問領域にと
どまらず、天文学や物理学・生物学といった
自然系の諸領域をも射程に入れる、いわば歴
史上の知的巨人であることは、衆目の一致す
るところである。 
しかし、スミスの所持していた草稿・原稿

は、遺言により、ほぼ全て焼却されてしまっ
た。このため、スミスの思想・理論の形成過
程、その全貌は、他の経済学の大家に比較し
て、不明な部分が多く残っている。 
こうした中で、経済学を始めとするスミス

思想の成立過程を検討するために残された
最大の手がかりが、スミス自身が所蔵してい
た 2000 点ほどの学術書等の出版物であり、
その目録である。これまで、多くの碩学達に
より目録が作成されてきたが（ボナー1894,1
832、矢内原忠雄 1951、水田 1967,2000）、特
に、水田洋が 2000 年に刊行した目録は、い
わば「決定版」として、多くの研究者が恩恵
を受けている（Adam Smith’s Library: A Cat
alogue, with an Introduction and Notes by Hi
roshi Mizuta, Oxford University Press. 以下
「水田目録」）。 
しかし、21 世紀の現在、メディアのデジタ

ル化が急速に進む中で、目録の在り方や研究
の手法も大きく変化しており、「水田目録」
までに営々と蓄積されてきた成果も、新しい
形で進展させることが求められている。折し
も 2010 年代になり、東京大学経済学部にお
いて、その所蔵するスミス旧蔵書（「スミス
文庫」）の画像デジタル化事業が開始された。
これを契機に、人文・社会系の諸領域の様々
な視角から、このコレクションを改めて活用
するべく、本研究班が組織されることになっ
た。 

 
２．研究の目的 
本研究は、アダム・スミス旧蔵書のうち、

英国以外で最大の規模を有する（314 点）、東
京大学経済学図書館所蔵「アダム・スミス文
庫」（以下「スミス文庫」）について、文献学
的手法とデジタル技術の活用により、以下の
2 点について学術的検討を行うことを目的と
するものである。 
(1) 経済学史、経済思想、西洋経済史、法学、
宗教学、書誌学、人文情報学など多領域の
研究者を動員し、当該文庫の学術的意義の
究明を目指す。 

(2) 既に公開済みのスミス文庫高精細画像を
活用し、(1)の研究成果を加味して、近年の
デジタル・ヒューマニティーズの成果に基
づき、研究者が自由に利活用し得るような
システムのパイロットケースを提示し、情
報基盤の整備を進める。 

 

３．研究の方法 
本共同研究は、以下の 3 班から構成される。

それぞれの班で連携をとりつつ研究を進め
るとともに、メーリングリストや研究集会を
通じて研究班全体での情報の共有、成果の報
告・検討を行う。 
(1) 基礎文献研究班 
デジタルデータと原本と対照しつつ、スミ

ス文庫の書籍に残された書入を精査し、テキ
スト化を行う。またスミス文庫中に含まれる
アダム・スミスの手稿蔵書目録（1781 年目録）
について、データ化しテキストの校訂を行う。 
(2) 応用文献研究班 
スミスの思想の形成過程を究明するため

の基礎作業として、スミス文庫の諸文献がス
ミスの著作にどう反映されているかを精査
する。また、書入や書籍の内容が、倫理学、
道徳哲学、経済学など後代の諸学問に与えた
影響にも検討を加える。 
(3) 構造研究班 
過去の目録を分析し、デジタルデータおよ

び原本を精査して、スミス文庫の書籍を書誌
学的に解析するための基準を作成する。この
基準を、人文情報学（Digital Humanities ＝ 
DH）の手法を援用しつつ構造化し発信するた
めの検討を行う。 
 
４．研究成果 
(1) 蔵書の内容分析 
① 「スミス文庫」 
「スミス文庫」については、既に矢内原忠

雄による目録が存在するほか、国立情報学研
究所（ NII ）の目録所在情報サービス
（NACSIS-CAT）にも登録されており、その
概要の把握は容易にできるものの、これらの
目録では、各タイトルの内容が、必ずしも明
確にされていない。そこで、既に作成されて
いるデジタルデータを参照しつつ、内容の主
題分類をおこなった。 
「スミス文庫」に経済学関係のものがほと

んど存在しないことは、夙に指摘されている
ところであった。このことは、今回の調査で
具体的に確認されたが、さらに、通常語られ
る経済学者・自然法学者・道徳哲学者として
のスミス像とは異なる、①世界への関心、②
博物誌の愛好、③イタリア叙事詩の愛好、と
いったスミスの志向を明確にすることがで
きた（野原 2016）。 

 
② 1781 年版手稿目録 
「スミス文庫」に含まれる蔵書のうち、と

りわけ重要なのは、スミス自身により作成さ
れた手稿の蔵書目録 (A catalogue of books 
belonging to Adam Smith, Esqr. 1781)である。こ
れは、文字通り、スミスの書斎に排列されて
いた書籍のタイトルを一覧にしたものであ
り、スミスの思想形成を検討する上で、第一
級の史料である。 
その内容は、既に翻刻されているものの

（矢内原 1951）、手稿であるため文字の異同



が少なからずあり、また、書名や著者名の表
記法が一定しないため、これを現代の書誌情
報と同じレベルで取り扱うためには、厳密な
校訂が不可欠である。 
そこで、まず、この手稿目録をテキスト・

データ化し、校訂に着手するとともに、特に
ラテン語のタイトルについて、内容を精査し
てその特徴をまとめた（高橋 2016）。 
 
(2) 書入・書込の精査 

(1)の蔵書内容の分析と、スミス思想とを繋
ぐためには、スミス自身がこれらの書物をど
のように読んだのか、ということを明らかに
する必要がある。しかしながら、スミス自身
は、蔵書に対してほとんど書入れをしないこ
とで有名であった。 
ただし、東京大学のスミス文庫を実際に見

ると、必ずしも全く書入がないとは限らない
ことがわかる。もちろん、書入の中には、ス
ミス本人のものでないものも含まれるであ
ろうが、蔵書の来歴を知るうえで、このよう
な情報は不可欠である。書物の来歴は、所蔵
者の思想の来歴と、何らかの形でリンクする
はずである。 
スミス文庫は、現在のところ、すべてがデ

ジタル化されているわけではないため、原本
に直接アクセスする必要があり、作業量は小
さくなかったが、既に全体の 9 割について確
認が済み、その具体的な箇所や内容を精査す
ることができた。これにより、こんご書入の
分析を進めて行くにあたり、その内容だけで
なく、筆跡やインクの種類といった情報から
のアプローチも視野に入れた、基礎データが
整えられたことになる。 
 
(3) 所在未確認文献の調査 
「水田目録」の最も重要な特徴は、スミス

の旧蔵書の 1 点 1 点を手に取って、書誌情報
を採取していることであり、これにより、そ
の情報の精度・信頼性は他に得られないレベ
ルに達している。このことは、蔵書の分析を
行う際に不可欠の条件であり、本共同研究の
存立基盤と言って過言ではない。 
しかし、実は、編者自らが指摘するように、

「水田目録」に掲載される約 2000 点は、そ
のすべての所在が確認されているわけでは
ない。これは、対象となる文献が世界中に散
在していること、所在情報が簡単には得難か
ったこと、また、それぞれの所在地に直接赴
くという方法をとらざるをえなかった、とい
う編纂時の環境的制約に拠るところが大き
い。逆に言えば、現在の情報通信環境下であ
れば、別のより有効なアプローチが可能なは
ずである。 
そこで、まず「水田目録」を精査して、所

在不明（unlocated）のタイトルを抽出した。
その結果、所在不明は 380 タイトル程存在す
ること、言語が多岐にわたること等が判明し
た。さらに、水田ほか、原本の所在情報に詳
しい関係者とコンタクトをとり、調査を効率

的に進めるために必要な情報を収集した。ま
た、DH の最新動向を、研究班員で共有する
場を設け、その手法を、こうした課題に用い
るための方法を検討した。 
このように、探索の対象を明確にし、その

方法論の検討を積み重ねることにより、実際
の調査への基盤を作ることができた。 

 
(4) 書誌記述の検討 
「スミス文庫」のもつポテンシャルをより

有効に引き出すためには、そのアクセスを容
易にできる環境を作ることと併せて、個々の
書籍の有する情報を、より精緻に組織化する
ことが不可欠である。ここでは、伝統的な書
誌学の手法、最新の手法（DH）、古書店にお
ける手法、といった様々な方面からアプロー
チをおこなった。 
まず、これまでにアダム・スミスの旧蔵書

を活用して研究をしてきた研究者や、アダ
ム・スミス旧蔵書のカタログ作成に取り組ん
だ経験のある研究者から聞き取りを行い、社
会思想史研究における経済学者の旧蔵書の
もつ意義や、デジタルアーカイブの可能性、
研究者にとって使いやすいアーカイブシス
テムの仕様などについて知見を深めた。 
また、DH の先駆的プロジェクトである

University College London の Bentham Project
を主導する Philip Schofield 教授等を招いて、
公開ワークショップ「デジタル・ヒューマニ
ティーの最前線と経済学史研究」を開催した。
さらに、画像をネット上で共有できるように
するための viewer である International Image 
Interoperability Framework (IIIF)や、新しい書
誌記述原則である Resource Description & 
Access (RDA)等についての知見を得、「スミス
文庫」への導入を検討した。 
このほか、連携研究者 2 名をイギリスで開

催された York Antiquarian Book Seminar に派
遣し、古書店の目録や Web サービスの方法
論・技術論、さらには古典籍の鑑識眼を高め
るための情報を収集した。 
 
(5) 成果の発信 
① 学会報告 

(1)～(4)での研究成果については、経済学史
学会第 80 回大会（東北大学 2016.5.21）セッ
ション「東京大学『アダム・スミス文庫』の
新カタログ作成ーデジタル資源を活用しつ
つ」（セッション代表者・報告者：野原慎司、
報告者：有江大介、福田名津子）、および、
第 66 回日本西洋史学会大会（慶應義塾大学
2016.5.22）セッション「デジタル資源を活用
した資料の共有化とこれからの西洋研究へ
の展望」（企画責任者・報告者：小野塚知二、
報告者：小島浩之、高橋裕史、永崎研宣、森
脇優紀、コメンテーター：松尾弘、司会：大
澤耕史）にて、公開での報告・討論をおこな
った。 
 
② 書誌データ・画像データの公開 



書誌記述を充実させるひとつの試みとし
て、既に NACSIS-CAT に登録されている「ス
ミス文庫」のうち約 120 件の書誌データを、
RDA に変換した。これにより、それまでの書
誌記述原則に従って省略に付されていたタ
イトル情報等を、より詳細にし、こんご新た
な書誌記述方法を策定するための検討材料
として提示した。 

RDA による書誌記述例 
また、「スミス文庫」のうち 11 冊を画像デ

ジタル化し、東京大学経済学図書館の「西洋
古典籍デジタルアーカイブ」にて公開した。 
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